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概要 
（100～150 字程度） 

中枢神経系組織の損傷は、重篤な神経障害を引き起こすが、症状を

緩和する有効な治療法は未だ存在していない。神経−炎症・免疫系

の双方向性連関を明らかにすることで、中枢神経系組織の修復過程

に関する新規分子機構を同定することを目指す。 
研究目的 
（300 字程度） 

中枢神経系組織における脳虚血、脊髄損傷などは、重篤な神経障害

を引き起こすが、神経脱落症状を緩和する有効な治療法は未だ存在

していない。これまで我々は種々の中枢神経系障害モデルを用いて

神経系の障害から修復までに関与する様々な細胞群や分子群を同

定してきた。昨年度までに我々が構築した脳虚血・脊髄損傷モデル

を村上研に導入したのに加え、脳虚血の誘導因子となりうるストレ

スによるゲートウェイ反射を介した生体恒常性破綻機構の論文に

貢献できた。今年度は、中枢神経系障害での神経活動の関与、さら

に免疫系の神経活動への影響を詳細に解析し、当該疾患における神

経−炎症・免疫系の双方向性連関の重要性を明らかとすることで、

新規分子機構を同定することを目指す。 
研究内容・成果 
（1000 字程度） 

昨年度に引き続き、脳虚血、脊髄損傷のマウスモデルや神経生理学

的解析方法を分子神経免疫学分野に導入し、中枢神経系障害での神

経−炎症・免疫系の双方向連関について解析を行う。これらの動物

モデルでの免疫細胞の全身挙動、神経活動について分子神経免疫学

分野に設置されているマクロトームによる全身切片を作製し解析

する。病巣を含む変化が見られた部位に関してはマイクロダイセク

ション法により抽出後、RNA seq 法などによる網羅的解析を行い、

病態の変化に重要なシグナル経路を同定し、当該疾患の新規分子メ

カニズムを解明する。さらに、神経トレーサーなどの利用と上記の

全身切片作製技術を組み合わせて、関与する神経回路を同定する。

これらのために、申請者の研究室で行っている脊髄損傷モデルを分



子神経免疫学分野に導入し、これまで共同研究を行ってきた。脊髄

損傷モデルでは、手術中に目的の胸椎部位を探し出す工夫について

いくつかアドバイスを行った。 
本年 2 月 15 日に遺伝子病制御研究所を訪れ、脊髄損傷からの修復

過程についてのセミナーを行い、その前後に、共同研究に関するデ

ィスカッションをメンバー間で行った。 
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